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関西支部気象関係合同進路説明会報告

関西支部第37回夏季大学の開催日（2015年８月22日

（土））に合わせて，大学で気象学を学びたい高校生や

気象の知識を活かした就職を希望する方を対象にした

「気象関係合同進路説明会」を実施した．

夏季大学開講前の１時間を使って，前半40分間は，

大学教員による「気象を学べる関西支部内の大学紹

介」（20分），気象庁職員による「気象庁への就職と仕

事」（10分），気象予報士会会員による「気象の知識を

活かせる就職先」（10分）の３つのプレゼンテーショ

ンを行った．後半20分間は，個別相談会と称して，参

加者が大学教員，気象庁職員，気象予報士会会員と自

由に個別に面談できる場を設けた．

参加者は総数17名で，その内訳は高校生３名，大学

生９名，一般（不明含む）５名であった．その他に

も，学生の引率者と見られる方々が何人か参加されて

いた．本企画は今年度が初めての試みであったため，

当初は高校生の参加を主に想定していたが，実際には

大学学部生の参加者の方が多いというやや意外な結果

となった．参加人数はそれ程多くはなかったものの，

個別相談会では，今後の進路のことだけでなく，学問
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支部だより

関西支部第37回夏季大学報告

関西支部第37回夏季大学を，2015年８月22日（土）

に，京都テルサ東館３階大会議室において，大阪管区

気象台及び日本気象協会関西支社の後援で開催しまし

た．今回は「熱帯気象と大気海洋相互作用」をテーマ

とし，時長宏樹氏（京都大学白眉センター/防災研究

所 特定准教授）「熱帯太平洋が引き起こす気候変動」，

高藪 縁氏（東京大学 大気海洋研究所 教授）「熱帯

積雲対流のマルチスケール構造をとき解す～雄大積雲

からMJOまで～」，別所康太郎氏（気象庁 気象衛星

センター データ処理部 システム管理課長）「ひまわ

り８・９号がひらく新しい気象学」の３講義を実施し

ました．

講師の皆様は，それぞれの専門分野の最新の研究成

果を，カラフルな図面や動画を使って分かりやすく講

義して下さいました．第一講義（時長氏）では，気候

変動における大気海面相互作用の重要性と，その具体

例としてエルニーニョ・ラニーニャ現象及び数十年ス

ケールの気候変動現象について解説して頂きました．

第二講義（高藪氏）では，マッデン-ジュリアン振動

（MJO）の構造及びメカニズムについて，衛星データ

や数値シミュレーションの解析結果を基にして詳細に

解説して頂きました．第三講義（別所氏）では，2015

年運用が開始されたひまわり８号（及び９号）の特徴

を紹介して頂くと共に，これらの衛星が切り開く今後

の気象学研究の可能性について語って頂きました．

受講者も大変熱心に聴講され，講義後の質疑応答で

は，素朴な疑問から専門的な議論まで数多くの質問が

ありました．受講後のアンケートでは，回答率が前年

度比で10％増加しており，今回のテーマに関する受講

者の関心の高さが伺えました．受講者の内訳は，公務

員（教員含む），会社員・自営業，学生（高校生・大

学生・院生），その他で大凡４分の１ずつであり，学

会員と非学会員は１対２の割合でした．受講者の約９

割が，講義数及び講義時間について「適当」と回答し

ていますので，来年以降も今回の形式を大きく変化さ

せる必要はないと考えています．

最後に，多大な協力を頂いた後援の機関及び講演頂

いた講師の皆様に厚くお礼申し上げます．

（関西支部)



的に踏み込んだ内容について熱心に質問する学生の姿

も見受けられ，参加者の熱意を十分に感じとれる企画

となった．

第１回目の開催としてはまずまずの反応であったこ

とから，関西支部としては，来年度以降もこの説明会

を継続して開催する方向で検討していく予定である．

尚，本企画での配布資料の作成には，関西支部内の

大学関係者や大阪管区気象台の方々，関西気象予報士

会の方々の多大なご協力を賜りました．厚くお礼申し

上げます．

（関西支部)
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